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　1989 年 12 月より北海道内 3 ケ所に STS 地震計 1）各 3 成分を設置し，観測を開始した。各

観測点において，BRB 出力（周期 0.1 ～ 360 秒で速度特性がフラット）を 1 秒でローパスし，

A/D 変換した後 0.173 秒のサンプリング間隔で札幌ヘテレメータしている 2）。

　得られた記録のうち，特に S/N 比の良い地震について解析を行った。データを 50 ～ 500 秒

でバンドパスし，PDE の震源要素を用いてモーメントテンソルインバージョン 3）4）を行い，

震源メカニズム及びマグニチュードを決定した。インバージョンでは，発震時より数分間の記

録を用いた。

　解析を行った地震のリストを第 1 表に，解析結果を第 1 ～ 3 図に示す。

（花籠　靖・中西　一郎・森谷　武男・笠原　稔）
�
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第 1 図　�観測点（●）（AIB: 愛別 ,KKJ: 上の国 ,NMR: 根室）と北海道大学理学部
地震予知観測地域センター（▲）及び震央（×）とメカニズム

Fig. 1　Location of stations （●） （AIB: Aibetsu, KKJ: Kaminokuni, NMR: Nemuro） and Sapporo （▲）.
      　  Distribution of epicenters （×） and focal mechanisms.

第 1 表　震源リスト（PDE による）

Table 1　List of earthquakes （PDE）．
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第 2 図　長周期観測波形（実線）と理論波形（破線）

Fig. 2　Long period observed （solid line） and synthetic （dashed line） seismograms.
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第 3 図　メカニズム解（モーメントテンソルとダブルカップル）（下半球等積投影）

Fig. 3　Focal mechanisms (moment tensor and best double couple). (Projected on the lower hemisphere.)
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